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酸ジアニオン 2 の電子励起状態が生成し，基底状態へ失活する際に青白い発光を示す (図 1)．1 本発表では、簡便
かつ安全に実験を体験してもらうことを目的に実験条件や実験手順を検討した内容について報告する． 
2. 実験条件の選定
実験条件は，それぞれ 2 種類の蛍光添加剤 (フルオレセインとローダミン B) と触媒（ヘ
キサシアノ鉄(III)酸カリウムと大根） を組み合わせた計 4 つを選定した (表 1)．ペルオキ
シターゼを含む大根は，ルミノール反応の触媒として作用する．240 名の参加者を午前の
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